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〔女 性 学〕

『気になります、この「ことば」』

遠藤織枝 小学館 1998年 12月  1155円

知 らぬまにうっかり使 って、人を傷つけることば。男

子顔負け、男がすたる、障害児、ガイジン、外孫 と内

孫、らしさ、女房役……等々よく使われるが人を不快

にさせる言葉をとりあげ、どこに問題があるのかを検

証する。

『性・ 曇力・ ネーション

(フ ェミニズムの主張 4)』

江原由美子編 勁草書房

1998年 11月  3570円

女性兵士問題、国家と性暴力問題、

女性性器手術問題は、最近の論争の

焦点になっているが、どれ も近代国

民国家と暴力の問題として、重要な

意味をはらんでいる。上野千鶴子の女性兵士に対する

考察、大越愛子の国家と性暴力等各々の争点の整理 と

考察がなされている。国民国家の枠組みとフェミニズ

ム論議への足がかりとなる一冊。

使宜上消費税 5%を含んでいます)

『ナショナリズムと「慰安婦」問題』

日本の戦争責任資料センター

青木書店 1998年 9月  2310円

「 日本の戦争責任資料センター」の催 したシンポジウ

ムの記録。「慰安婦問題」解決のための日本人の「責

任」と「主体」について真剣に論議されている。論者

は上野千鶴子、吉見義明、高橋哲哉、金富子、西野瑠

美子等。(第69号 16P参照)

『生涯学習と社会参加 ―おとなが学ぶことの意味』

佐藤一子 東京大学出版会 199鉾 F10月  2625円

社会教育、生涯学習のテキス ト。おとなの学びとは何

か、社会的にどのような意味をもつのか、生涯学習政

策と公共性の問題、新 しい学びのネットワークなど今

後の社会教育に欠かせぬ視点をもり込んでいる。

『組織 とジェンダー』

高橋正泰 山口善昭 牛丸 元

同文館 1998年 9月  2625円

企業のジェンダー調査、日、米、豪の比較調査か ら、

日本の組織の中のジェンダーを再考する。日本より米、

豪の方がジェンダーバイアス・ ギャップが高いのは、

性
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日本より敏感にジェンダーバイアスをとらえている証

拠。 ジェンダーに敏感なメンター (年上の助言者)の
育成を説 く。

『現代フェミニス ト思想入門』

メアリ・ エヴアンス 奥田暁子訳

明石書店 1998年 12月  2625円

著者は、過去25年間のフェ ミニス ト

理論を学問として確立 したという認

識のもとに、争点を整理 し、公平な

視点で解説 している。女性 と国家、

知、表現、身体、大学 とフェ ミニズ

ムなどテーマ毎に論 じているが、今世紀フェミニス ト

たちが築いてきた多岐にわたる論考をこの一冊にまと

めた。

Fダダの性と身体

―エルンス ト・ グロス・ ヘーヒ』

香川 檀

発行 プリッケ 発売 星雲社 1998年 12月  2940円
ベル リンダダにいた男性作家、エルンス トとプロス、

女性作家ヘーヒの二人の作品を中心に、19世紀末か ら

ナチの時代の歴史と社会、ジェンダーという二つの異

なった観点から性差がどの様に、作品に反映 したかを

比較 している。数少ない女性作家ハ ンナ・ヘー ヒに光

をあてた労作。

「 神話にみる女性のイニシエーション』

シルヴィア・B・ ペレラ

杉岡津岐子 小坂和子 谷口節子訳

山中康裕監修 創元社 1998年 11月  2625円

「父の娘」であった著者が、女性性をとりもどしてい

くプロセスを神話「 イナンナの冥界下り」に重ねて、

女性の通過儀礼 (イ ニシエーション)を 語る。 ドラマ

チ ックな神話が、女性の生き方と深いところでつながっ

ていることが興味深い。

「近代天皇制国家とジェンダー』

早川紀代 青木書店 1998年 12月  3150円

日本が近代国家として歩み出した時から、男女関係の

理念がどう創られ、その現実はどうであったのか。皇

室典範、刑法・民法の成立過程 と公娼制の再編過程を

追求する。そして、新聞投書欄から現実の両性関係を

見る。

『子宮の中のエイリアン』

エレイン・ モーガン 望月弘子訳

どうぶつ社 1998年 9月  2310円

妊娠から誕生育児期まで、発生学、人類学、社会学な

ど広い範囲か ら親子関係を語る。胎内に「異物」 とし

て入ってくるエイリアンが、やがて「寛容」されてい

く様子がていねいに書かれている。『女の由来Jの 著

者の母子進化論。

『『青踏』を読む』

日本文学教会 新・フェミニズム批評の会

学芸書林 1998年 11月  3300円

『青踏』には実に多 くの論評がなされてきたが、 この

本では、『青踏』の文学面に光をあて考察 した第 1部、

セクシャリティ、家族、母性、妊娠、出産などをめ ぐ

る言説を第 2部、そして第 3部にその表現戦略をとり

あげている。多角的に緻密に論考、再評価をした力作。

『女が読むとき女が書くときJ

ショシャナ・ フェルマン 下河辺美知子訳

勁草書房 1998年 12月  3675円

女はまだ女の物語を書いたことがない。女が自分の自

伝を語ることの不可能性と可能性に迫 る本。パルザ ッ

ク、フロイ トの作品の女性の描かれ方をとらえ直 し、

ウルフ、ポーヴォアール、 リッチの「失われた自伝」

の可能性を探る。自伝的フェミニズム批評というジャ

ンルを切り拓 く。

〔仕   事〕

『あなたにもできる/ パソコン在宅ワーク』

笠松ゆみ 日経事業出版社 1998年 10月  1470円
パソコン在宅ヮークの仕事の内容は ? 在宅ワークの

進め方、開業するには ? 営業のヒントなど必要最小

限のことは書かれている。一人でできる仕事の第一歩

に。

『改正 男女雇用機会均等法

労働基準法 育児◆介護休業法 決定版』

労働基準調査会

労働基準調査会 1998年 11月  1200円

改正された男女雇用機会均等法、労働基準法、育児・

介護休業法を事業主によく理解 して貫うため作られた。

働 く女性もよく知 っておきたい改正法。政省令、指針、

行政通達まで収め、解説とQ&Aをつけた。

「ゼミナール 共生・ 衡平 。自立

-21世紀の女の労働と社会 システムJ

関西女の労働問題研究会編

竹中恵美子/大脇雅子/丸本百合子

ドメス出版 1998年 11月  21CXl円

21世紀、真の女の働き方が問われている。同一価値労

働同一賃金、パー ト労働者をめぐる裁判、 リプロダク
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ティプ・ヘルス/ラ イツと健康に働 く権利など、専門

分野の第一人者 3人が語る。女の労働をめぐって、間

題点、変革への切 り口が明確に示される。

蹴 職せずに自宅のパソコンでバリバ リ仕事をする本

-3カ 月でテレワーカーになる/』

会田和子 小澤浩之

かんき出版 1999年 1月  1470円

スキルアップの方法、効率的な営業方法など、文字入

力や、データ入力、DTP、 テープライティング、翻訳、

ホームページの制作といった仕事のノウハウ。

「女性のための起業・ 独立ガイ ドJ

石渡 秋 実務教育出版 1998年 11月  1470円

起業支援セミナーがあちこちで開かれている。そんな

セ ミナーの中味を紹介。新 しい働き方をするための基

礎知識と実践マニュアル、NPO法の概略など、起業

のための情報 も付記。

F女性労働問題入門』

照井孝保 熊谷印刷出版部 1998年 9月  15∞円

労働問題に関する社会思想の紹介、女性解放の主な思

想の紹介、そして雇用をめぐる女性労働問題、賃金問

題、母性保護、家事労働に至るまで、女性労働に関 し

て網羅的に述べた入門書。

「男女雇用機会均等法と人事管理 0人材活用』

安枝英諦 経済法令研究会 1998711月  1890円

人事、研修担当者、管理職に改正雇用均等法を解 りや

す く解説。改正のポイント、規制の解消と対応、特例

と適用除外についてなど管理職に限らず知 っておきた

い。

『 にこにこブックス⑫作家になるパソコン術J

松本侑子

筑摩書房 1998年 12月  1470円

『 巨食症の明けない夜明けJですばる文学賞を受賞 じ

た翌年からパソコンを始めた著者が、取材、資料収集、

原稿送 り、辞書替 りにするなど、パソコン、インター

ネットを活用する法を公開。作家デビューのための文

学賞一覧付き。

『女性の職業のすべて 資格と特技シリーズ

99年最新版』

女性の職業研究会編

啓明書房 1998年 9月  1470円

就職のための資格のア ドバイス。今人気の仕事とこれ

か ら有望な仕事、収入、注目度、将来性など最新情報。

『なりたい″ 介護福祉士・社会福祉士J

大栄出版編集部 大栄出版 1998年 6月  1050円

介護福祉士・ 社会福祉士になるためのノウハウ。

『プロフェッショナルライプラリー14

なりたい〃編集者』

大栄出版編集部 大栄出版 1998年 10月  126Cl円

編集者になるには最低でもこれ くらいは知っておきた

い情報。出版業界のこと。編集者の仕事の中味など経

験者の話 もまじえて紹介。

『働 くママの O便 利ガイ ド

これで安心′ 仕事と子育て』

日経事業出版社

日経事業出版社 1998年 10月  1365円

保育園選び、仕事対策、働くママを支える法律や会社

の制度、地域の制度に強くなろうと呼びかける。駅型

保育所、病児保育所一覧表付き。

「フツーの女性が選挙で勝つ法』

女性議員をふやす会編

童話館出版 1998年 12月  1365円

地盤、看板、カバ ンがなくても勝つ方法を伝授。全国

の地方議員が語る必勝法、わかりやすい公職選挙法、

選挙でやっていいこといけないことなど。この本を読

んで迷わず行動を起 こそう。

『編集稼業の女たち』

本の雑誌編集部編 本の雑誌社 1998年 9月  1890円

おなじみの雑誌や本の編集現場には、女性 も活躍 して

いる。そんな女性たちの本音をパ ッチリ並べた。彼女

たちは一様に仕事を愛 し、働 くことを楽しんでいるよ

うだ。

『労働 ビッグバンと女の仕事・賃金』

中野麻美 森ます美 木下武男

青木書店 1998年 10月  21CXl円

住友化学の性差別に対する闘い、昭和 シェル石油の賃

金差別裁判、商工中金の男女差別待遇裁判など実際に

関った人の証言を聞いていると、日本企業の信 じられ

ないような男女差別意識が浮かび上る。

『 ワーキング・マザーのための子育てア ドパイスJ

星一郎 ごま書房 1998年 11月  1260円
つい子どもにス トレスをぶっつけたくなる働 くマザー

に、いろいろな人に面倒をみてもらうことは、子 ども

にいいことなんだか ら、「お母さん も働 きやすいネ ッ

トワークを作ろうよ」とすすめる。ワーキングマザー

が楽 しく1動 くには。
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『国際協力と日本国憲法 21世紀への日本の選択』

上智大学社会正義研究所

国際基督教大学社会科学研究所

現代入文社/発売 大学図書 1998年 11月  1785円

同名のシンポジウムの記録。歴史的な変容が起ってい

る国際社会の中、日本は国際協力を平和憲法のもとで

いかにすすめるのか。「国際協力と地方自治」「国際協

力と戦後補償の諸問題」など論議された今日的な課題。

『職場におけるセクシュアルハラスメン ト

防止マニュアル』

労働省女性局

m21世紀職業財団 1998年 6月  1680円

職場におけるセクシュアルハラスメントを防止するた

めの事業主の配慮義務の具体的内容の指針が出された。

改正雇用機会均等法や指針を詳 しく解説、セクハ ラ防

止の積極的取組みのためのマニュアル。

『女性の権利 ハン ドブック 女性差別撤廃条約』

国際女性の地位協会 赤松良子監修

岩波ジュニア新書 1999年 1月  735円
1979年 に国際連合総会で採択された女性差別撤廃条約

は1985年 漸 く日本も批准 した。その条約を丁寧に解 り

やす く紹介。女性の歴史にも触れながら、女性差別を

失 くすことの大切さを説いている。中学、高校のみな

らず、あらゆる講座のテキス トに使ってほしい。

『戦時・性暴力をどう裁 くか

国連マク ドウーガル報告全訳』

編訳 バウネットジャパ ン

解説 松井やより 前田 朗

凱風社 1998年 12月  1260円
マク ドウーガル報告の全訳を収録。専門的法律論議の

説得力と合せて、被害女性の痛みへの深い理解。国際

人道法と「女性の人権」の視点に立って書かれたこの

国連文書は、世界の女性たちの性暴力の闘いに強力な

拠 り所となる。日本の慰安婦問題にも、日本政府の法

的責任を明 らかにし、その責任者の処罰と被害女性ヘ

の国家補償を勧告 している。

「討論 セクシュアル・ハラスメント』

今井美智子 内藤早苗 苗村博子 養父知美

学際図書出版 1998年9月  1680円
セクハラに対 して労働者のガイ ドラインが出たのは

'98年 3月 、'99年 4月 からは事業所に義務づけられる。

何がセクハラなのか被害にあった場合の対処のしかた、

訴訟や判例にみる実例、会社のとるべき対策など具体

的にあげている。

『離婚の法律紛争 〔新版 〕

一再出発のためのア ドバイス』

泉 久雄 有斐閣 1998年 11月  1890円

離婚で生 じるトラブルのいろいろに、最新の判例をふ

まえて、研究者、弁護士がケースごとに解説していく。

〔家族 0結婚〕

『あたらしい旅立へ 離婚とそれから』

有吉春代 明日香出版 1998年 11月  1365円

近頃、離婚の手引書が沢山出版されるようになった。

この本 もその一つ。損をしない財産分与、慰謝料の取

り方、離婚後の生活などを図解をつけて説明する。

『愛されなくていいんだよ

―女子高校生のための親離れの本』

森 絹江 ユック舎 1998年 12月  1575円

家族の密着度が高まって、若い女性たちの迷いとス ト

レスが深まったという現在。親もひとりの人間である

こと、孤独が自分を育てることなど著者の体験を通 し

て若い人に生き方を考えさせる。

『家族・暴力・虐待の構図』

日本弁護士連合会/両性の平等に関する委員会/
子供の権利委員会

読売新聞社 1998年 9月  2100円

「家族 と暴力について」斉藤学、「 ファミリー・バイオ

レンスと家族支援サービス」鈴木隆文、「女性の地位

と暴力」角田由紀子、「障害者 と暴力」相川裕、など

各専門家による論考と弁護士への直言 も。

『 これからの社会福祉③ 家族 0児童福祉』

庄司洋子 松原康雄 山縣文治

有斐閣 1998年 11月  2520円

児童福祉法改正と家族・児童福祉の課題から援助技術

と方法に至るまで現状を総合的に捉え、理念・制度を

解説する。

『 シリーズ比較家族第Ⅱ期□ 扶養と相続』

奥山恭子 田中真砂子 義江明子

比較家族史学会監修

早稲田大学出版部 1998年 10月  1990円

近世の歴史までは、親の扶養は家の責任とされていな

かったこと、家以外の地域共同体が、効果的に扶養や

介護にかかわっていたことを、歴史学の論考から明 ら

かにする。ベ トナム、韓国、フランスの例 も引き、現

代の扶養と相続のあり方を展望する。

律〕〔法
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『 シリーズ比較家族第Ⅱ期日 父親と家族

一父性を問うJ

比較家族史学会監修 黒柳晴夫・ 山本正和 0若尾祐司

早稲田大学出版部 1998年 11月  3990円

初期人類の父親像、平安朝の王権の父子秩序の成立 と

変容、18、 19世紀のイギリスの父親像、現代父親役割

の比較社会学的検討、父親像の歴史と異文化の父親の

文化比較など、父親をテーマに文化人類学、歴史学、

社会学等を結ぼうという試み。

『溶ける家族と子どもたち』

小川信夫 玉川大学出版部 1998T12月  2100円

子どもの荒れ、親になれない親、漂流する性、食卓の

消えた家と無数の事例を引きつつ、溶ける家族と子 ど

もたちのことを語る。著者は、「体を通 しての確かな

記憶」としての「役割」に着目。家族の基本がそこに

あると主張するが。

『母と娘』

キャロル ●セイライン シャロン●ウォールムス写真

メディアファクトリー 1998年 12月  1680円

29組の母と娘にインタビュー。本当の母と娘の姿を引

き出した。娘を最 も愛 し、娘を最 も傷つける母 という

存在、娘の自立までの葛藤、母と娘の関係は10人 10色

の ドラマだ。

「離婚 しなくても大文夫』

レディース・ホーム・ジャーナル

さとうよじこ訳 現代書館 1998年 11月  2310円

アメリカの女性誌『 レディース0ホ ーム●ジャーナル」

の人気コラム、マ リッジ・ カウンセ リングコーナーの

ダイジェス ト。記者のインタピューに答える妻と夫の

それぞれの言い分。何とか夫婦をやっていこうとする

「カップルス トー リー」が展開される。だけど、そん

なに 2人でいないとだめなのかなァ。

〔こころ・癒し〕

『愛 しすぎる女たち 癒 しの言葉」

ロビン●ノーウッド 吉田洋子訳

読売新聞社 1998年 12月  1890円

日め くり風に癒 しの言葉が365回 く

りかえされる。愛 しすぎる女たちの

依存からの脱出は、こんなにエンド

レスなのだろうか。「愛 しすぎる女

たち」のシリーズが、 3冊 目か ら、
ハウツー的になっていったのがちょっ

と残念。

『おぼれる人生相談」

松浦理英子 角川書店 1998年 12月  1260円

人生相談の連載のまとめ。若い人たちの生まじめな相

談とまともすぎる回答。一味違 う回答を期待 したが、

少 し自己規制のしすぎじゃないかな。

『拒食症と過食症 ―困惑するアリスたちJ

山登敬之 講談社現代新書  1998年 8月  693円

精神科医である著者が、拒食、過食症とはどんな病気

か、どのようにして始まるのか、治療はどのようにさ

れるのか、治るまで等を説明。そ してなぜこの様な病

気が起こるのかその背景を探っていく。成熟拒否説 に

疑間をなげかけている。同感だ。

『女性のからだと心理

シリーズ 〈女性と心理〉第 3巻」

河野貴代美 新水社

1999年 1月  1890円

私たちはからだをとおして、心があ

らわれてくることに、よく気づか さ

れる。にもかかわらず、元気な時 は

こころにもからだにも耳をかたむけ

ない。著者たちが正直にみつめる自らのからだとここ

ろについての語りが気持ちいい。 ことばとは、か らだ

を通 して語られるのだということがよくわかる。

『第四の生き方

―「自分」を生かすアサーティプネスJ

アン0デ ィクソン 竹沢昌子 小野あかね監訳

拓殖書房新社 1998年 10月  1890円

「アサーティプネス」という言葉は日本でも大分知 ら

れるようになってきた。自分の気持ちを素直に表現 し

なが ら相手も大切にするのは難しい。これはアサーティ

プネスの理論書であると同時に実践の書である。

〔子 育 て〕

『親と子の心育て 7つのルール

ー幸せに気づ くメンタル・ ガイ ド』

ディーパ ック・ チョプラ

南美希子監訳 ユール洋子訳

大和書房 1998年 11月  1575円

本当の子育ては、心育てだという。親として子 どもに

教えなければならない 7つ のルールをやさしく説 く。

それは、自分に教えなければならないことなんだ。

『子どもたちはなぜ曇力に走るのか」

芹沢俊介 岩波書店 1998年 10月  1680円

今、子どもたちのいじめゃ暴力は「普通」の子が標的
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となり、加害者となる。なぜ「普通」の子どもたちの

内面がこれほどにまで金と暴力に深く侵されて しまっ

たのかを問う。この10年 の子ども論を一冊にまとめた。

『地球へようこそ

一おっぱいからオゾン層まで赤ちゃんを守る50の 方法』

グループなごん 絵)杉田比呂美

プロンズ新社 1998年 10月  1575円

便利でお手軽な子育てグッズが溢れているいま、子 ど

もに安全でヘルシーなものだけ与えるのは難 しい。 エ

コロジーを考えながら赤ちゃんを上手に守る子育て指

南書。

『東京ワーキングマザーお助けガイ ド』

ぐるうぷ・ パ ンプス

丸善メイツ 1998年 10月  1533円

東京とその周辺の保育園を全部紹介。便利な保育 のい

ろいろ、ベビーシッター、産婦人科マップ、頼れ る助

産院、宅配の店、電話相談まで、助かる情報を掲載。

『ベビーシッターが育む21世紀

―ファミリー 。サポー トヘの道』

中舘慈子 悠飛社 1998年 12月  1050円
ベビーシッター業はまだ日本には珍 しい。ベビー シッ

ターを業務とした会社を設立 した女性のそれまでと、

起業 してからのこと。順調に業績をのばして、 5年 で

年商 1億になったというのだか ら立派。「第二者 だか

らできること」は子育てにも介護にも当てはまる。

「21世紀ブックレット③ わが子に性が語れますか ?

―子育てのなかの 〈性と生〉』

高柳美知子 三友社出版 1998年 9月  630円

子どもに聞かれたら「逃げない」「怒 らない」「 うそを

つかない」そして リラックスして教えられる親になろ

うと呼びかける。人生のうちで大切な 〈性〉をきちっ

と教えられる大人になろう。

〔か ら だ〕

『女のココロとカラダシリーズ いつ生むか』

長田渚左

ネスコ/発売 文藝春秋 1998年 11月  1575円

働 く女性の最大の悩みは、出産できる年齢の限界だ と

いう。 9人 の女性の人生を通 して明らかになる女性の

産む産まないの選択。会社の対応、周囲の反応、 自分

自身の選択と女性にだけふりかかるこの大いなる悩み。

産んだ人も産まない人も人生は実に多彩だ。

『 いまどきの出産

―赤ちゃんも仕事 も大切なあなたへ』

ぶん)太田ルカ え)宮井シエナ

PHP研究所 1998年 10月  1260円

働きながら出産するには、いろんなハー ドルがある。

でも、仕事も赤ちゃんも大切なのはあたりまえ。気持

のもち方、職場でのイジヮルの抗 し方、着てゆくもの、

今どきの賢い女の道を、体験OLが語 ってくれる。

『女のからだ わたしたち自身』

森冬美&か らだのおしゃべり会

毎日新聞社 1998年 12月  1001円

か らだにやさしい避妊の方法、中絶

のガイダンス、HIVの こと、 ピルの

こと、IVDの こと …̈・。身体にいい

選択を したいあなたに。「低用量 ピ

ル」への疑間を提起。

『女の医学』

池下育子 ア ドア出版 1998年 10月  2100円

思春期の医学、独身女性の医学、結婚の医学、避妊の

医学、妊娠の医学、出産。分娩の医学、不妊の医学、

更年期・老年期の医学、女性に多い症状病気に分け、

女性の生涯のからだに関する情報を網羅 した本。

『女のからだ、自分で改善 !

一生理痛から婦人病まで』

岡島瑞徳 筑摩書房 1998年 12月  1365円

生理痛や冷え症、更年期などの不快を整体 (調息整体

法)で体の根本から変えることによって改善する。そ

の簡単な方法を伝授。

〔セクシュアリティ〕

『男でも女でもない性』

橋本秀雄 青弓社 1998年 10月  1680円

男であること、女であることの性自認のむづかしさ、

「男でもなく女でもない性」インターセ ックス (半 陰

陽)の、もっとむづか しさを思う。著者は自分史を通

して、性の決定権をもつまでのプロセスを正直に語る。

『性教育Q&A100

実践のためのワンポイント・ア ドバイス (小学校編)』

北沢杏子監修

アーニ出版性教育カリキュラム研究会編

アーニ出版 1998年 10月  1365円

人権教育、両性の平等をめざす性教育の必要性をふま

え、性教育を担当する教員に向けて、書かれたハ ンド

ブック。なぜ性教育が必要か、いつ何を教えるか、エ
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イズ教育など。性教育の教材作 りのポイントは実践に

す ぐ役立つだろう。

「セックスは自然な行為か ?』

レオノア・ ティーファー

河野貴代美 渡辺ひろみ訳

新水社 1998年 12月  2940円

女性のセクシュアリティにおける最 も大きな影響力は

文化的規範。それが女性によって内面化され、制度 に

よって強制され、女性の人生における重要な他者によっ

て実践されるという。「セックスは自然なものである」

ということが、幻想であることを論証 していく興味深

い論文集である。セクソロジー 〈業界〉にあるパイア

スを鋭 く衝いている。

「はちみつバイブレーション』

北原みのり 河出書房新社 1998Tll月  1260円

著者は性教育を研究 し、性産業の現場に新 しい視線、

女性からの提案を積極的に行 っている。 ジェンダー・

フリーな性表現を求めて、これ程率直に誰にも解 りや

すい言葉で語 りかけた本は今までになか った。「20代

フェミニス トの華やかな「誕生」。

〔女 性 史〕

『女の歴史V -20世 紀 2』

F・ テポー編 G・ デュビィ M・ ペロー監修

杉村和子 志賀亮一監訳

藤原書店 1998年 11月  7140円

20世紀の女性たちを様々な角度か ら捉えた。母性、家

族、女性解放、フェミニズム、生殖 と生命、そ して残

された課題 とは。

が道を拓いた。 こ

ほ しい。

『行動する女たちが拓いた道』

行動する会記録集編集委員会

未来社 1999年 1月  2940円

CM「私作る人、僕食べる人」 に

異議申立てを行 って名をはせ た

“行動する会"の これまでを座談

会、年表報告などで綴 る記録集。

常に性差別社会の変革を目指 して

先頭をきって闘った女たちの活動

れからへ繋 ぐ若い女性に是非読んで

『広告のヒロインたち』

島森路子 岩波新書 1998年 12月  672円

「広告批評」の編集長である著者が、戦後の広告が表

現 してきた女たちを、時代のかかわりの中で読み解 い

ていく。50年前の原節子のポスターから、広末涼子ま

で、40人以上の女性の姿を追う。

『ジェンダーの西洋史』

著者代表 井上洋子

法律文化社 1998年 12月  2415円

フェミニズム運動が始まった18世紀

フランス革命期からのフランス女性

の運動 と抑圧の歴史、イギリスのメ

アリ・ ウルストンクラフトからグリー

ナム・ コモンまで、そ してアメリカ、

ドイッ、ロシアと各々の女性史を記述。このような切

り回のテキストが出たことは嬉 しい限り。年表始め付

録資料 もこれから学ぶ人に便利。

『なは・ 女のあしあと 那覇女性史 (近代■)J

那覇市総務部女性室

那覇女性史編集委員会編

ドメス出版 1998年9月  3675円

1879年 の廃藩置県前後か ら、1945年 の敗戦前後 まで、

那覇を中心 とした女性の歩みをたどった労作。家庭、

社会の女たち、働 く女たち、海外移民・ 教育、風俗改

良等どの項 も貴重な女性史だがとりわけ「戦争 と女た

ち」には、心の痛むものがある。

「日本中世の社会と女性』

田端泰子 吉川弘文館 1998年 12月  8190円

室町戦国期の村落史・ 政治史をベースに女性史研究 と

しての成果をあげた論文集。「御台の執政と関所問題」

「鎌倉期の武士の女房」「室町幕府の女房」「中世前期

における女性の財産権」などジェンダーの視点で中世

社会を読みとく。

『平安朝 女性のライフサイクル』

服藤早苗 吉川弘文館 1998年 12月  1785円

10世 紀か ら11世紀にかけての平安王朝を生きた女性た

ちの一生を描 く。生い立ちから結婚、子育てそ して家

政をとりしきり、時には政治も動かす高貴な女性たち

の姿はたくましい。

『歴史に消えた女たちの黙示録』

山田盟子 光人社刊 1998年 11月  1995円

著者は正史にない女たちの歴史を書 き続ける。戦争の

あるところ必ずレイプあり。「戦中、戦後慰安婦」を

テーマに国内、アジア、北米にまで取材の足を運ぶ。

ちょっと文体は古いがその時代を生きる人の文章は得

難い。
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〔自伝・評伝〕

『江戸の女俳譜師「奥の細道」を行く一諸九尼の生涯―』

金森敦子 晶文社 1998年 8月  1995円

筑後の庄屋の嫁だった女性が馳け落ちして女俳諧師 と

なり、京都から九州へ、また東海道か ら奥州まで俳諧

の旅をする。遺された旅日記、手紙、句をもとに諸九

尼の波潤の人生 と江戸時代を描 く評伝。

『尾崎翠』

群ようこ 文藝春秋 1998年 12月  714円

尾崎翠の「第七官界紡雀」を読んだ衝撃から、作者の

人生をたどる伝記。才能を持ちなが ら脚光を浴びるこ

とのなかった、もの書きの先達への尊敬と共感を込め

て綴る。

「鬼に勝つ一「わたし」を自由に生 きるために』

金住典子 三一書房 1998年 11月  1890円

対等なまなざしや人間関係が阻まれる社会を「鬼」 と

呼び、その「鬼に勝つ」ために模索を続け、真剣に生

きてきた著者の半生記。これは後に続 く女性たちへの

素晴 しい贈り物だ。(18P書評参照 )

『女検事ほど面白い仕事はない』

田島優子 講談社 1998年 11月  1575円

検事の生活と仕事のことは余り知 られない。捜査が面

白くてたまらない、だか らこの仕事が好きという女性

検事の体験記。女検事は戦力にあらずという差別の中、

女性では初めて法務大臣官房入りを果 した。

『カイエ  1』

シモーヌ・ ヴェーユ 山崎庸一郎 原田佳彦訳

みすず書房 1998年 11月  7980円
カイエ (雑記帳)に は、若き日のヴェーユの断言・ 定

言と、かすかな心情の吐露が記されている。哲学 と数

学と労働と詩と。ヴェーユが死ぬまで書き続けたとい

うカイエの詳訳に添えられた細かな注が参考になる。

『百合子めぐり』

中村智子 未来社 1998年 12月  2100円

著者が著 した「宮本百合子』が出来るまでの思い出、

百合子の周辺をめぐるエピソー ド、著作の起した波紋、

宮本顕治と共産党への疑問や批判を率直に述べている。

「人間・ 宮本百合子」の全体像をあ りのままに伝えた

いという著者の思いにうたれる。

『私が歩いた道』

大村はま 筑摩書房 1998年 8月  1680円

戦後の教科書 も、鉛筆 もない時代、新聞の切れは しか

ら学ばせた「単元学習」と呼ばれる授業を生み出す。
ユニークな教育者の生い立ちと出会いを綴った自伝。

〔ルポ・ エッセイ・文学〕

『あなたはもう幻想の女 しか抱けない』

速水由紀子 筑摩書房 1998年 12月  1785円

恵まれた生活を送りながら売春に走 るOL、 援助交際

にはまる少女、急増する離婚カップル、今を生 きる男

女を リポー トして会社幻想、規格幻想、聖母・ 聖少女

幻想といった「幻想」の「崩壊」をみる。 この社会の

幻想に頼 って生きてきた男たちに幻想か ら目覚めて個

人へと立ち戻るチャンスだと説 く。

『あほらし屋の鐘が鳴る」

斉藤美奈子 朝日新聞社 1999年 2月  1575円
コラムとは、こうありたいもの。実にセンスがいい。

読んで納得、溜飲が下がる。「女性誌な人たち」の く

だりは、的を射て、ユーモラスでシンラツ。評論家ぶ

る人々への「あほらし屋の鐘」の音がカーンと鳴 りひ

びく痛快な一冊。

『居場所考―家族のゆくえ』

水田宗子 フェミックス

1998年 12月  181Xl円

〈居場所〉をキーワー ドに文学や映

像の中の家族を読み解 く。著者の博

識と鋭い感性が光るエッセイ集。一

つひとつのエッセイが、大変愉 じめ

る卓越 したフェミニズム批評だ。

『想いあバ、れてJ

吉岡 しげ美 毎日新聞社 1998年 10月  1680円

女性詩人の詩に曲をつけコンサー ト活動を続ける著者

のエッセイ。与謝野晶子、金子みす 、ゞ岡本かの子の

詩を歌い、誰 もいないジャンルで、ひとりぼっちの闘

いに疲れた時 も勇気を与えてくれたのは、女たちの詩

だったと語 る。

『女たちの時間』

利根川真紀編訳 平凡社 1998年 12月  1260円

20世紀半ば女性同士の交流を描 く小説は欠落していた。

今でこそ教えあげられるほどの作家が登場 してきたけ

れども。そういう女性作家たちの短編を集めたアンソ

ロジー。ヴァージニア oゥ ルフ、ジェイン・ ボウルズ、

イサフ・ ディーネセンなどの短編翻訳集。
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『女の四期―娘・ 妻・ 母そして女とは』

荻野アンナほか フォー・ ユー

発売日本実業出版社 1998年 10月  1680円

娘について、女について、妻について、母について、

そして女 として、に分けて、各々、女性の視点で書か

れた「女」を、本音で検証。ここにはいま息づいてい

る「女」が描かれている。男性 も読んで勉強 しては。

『考える日々―One Size Fits All』

池田晶子 毎日新聞社 1998年 12月  1680円

「「倫理」はどこに存在するのか」「延々と生き延びて、

どうしろと言うのだ」「なぜ人 は「入門書」を読みた

がる」「情報化をきわめたところで」等々著者が週刊

誌に連載 したエッセイ集6今のヘンになって しまった

人々 (社会)への 〔まともな哲学者〕の一喝。面白い !

『恋する男たちJ

篠田節子他 朝 日新聞社 1999年 2月  1785円

6人 のいま人気の女性作家が競作 した恋の物語。恋 と

いっても女性の描 く恋は…なかなかアジがある。

「 ゴース ト・ カントリー』

サラ・ パ レツキー 山本やよい訳

早川書房 1998年 8月  2100円
パ レツキーの 4年ぶりの最新作。V・ 10ウ ォーショー

スキーは登場 しないがやはり読み進むうちに勇気と活

力を与えて くれる。アル中の元オペラ歌手、傷つ き家

出したティーンエージャー、青年医師、女性弁護士、

それに不思議な力をもつホームレスなど様々な境遇の

人たちが出会う大都会の光 と影。パ レツキーファンに

は見逃せない一冊。

『 ジェイン・ エアは幸せになれるか ?

名作小説のさらなる謎』

ジョン●サザーランド

青山誠子 朝日千尺 山口弘恵共訳

みすず書房 1999年 1月  3360円

表題になっている篇の他、ホーソーン『緋文字』ヴァー

ジニア 0ウ ルフの「 ダロウェイ夫人」エ ミリー・ プロ

ンテ『嵐が丘』など33篇 の作品の謎の指摘と探索がな

されている。専門家としての豊かな知識と鋭利な分析

は、各篇 とも推理小説を読むようなスリルと面白さが

ある。

『時代と女と樋ロー葉

―漱石も鴎外 も描けなかった明治」

菅聡子 NHKラ イプラリー 1999年 1月  1019円

明治期の女たちの姿を リアルに描きながら、女性作家

ゆえの好奇な視線をあびることも、しっかり受け止め

た一葉。数々の名作に込められた意味、一葉が問つづ

けたものは何だったのか。「 ものを書 く女」 としての

孤独な闘いが、時代の矛盾や制度の抑圧を描き出 し得

たという。

『女性作家シリーズ13 三浦綾子 宮尾登美子J

角川書店 1998年 11月  2730円

『タイからのたよリ

ースナック「ママ」殺害事件のその後J

女性の人権カマラー ド編著
パンドラ発売現代書館 1998年 12月  1785円

貧困か ら日本への出稼 ぎへ。そこで待ち受けていたも

のは ? スナック「 ママ」殺害事件で、拘置所に。誰

も故郷を離れて出稼 ぎなんかしてはいけないという彼

女の声は悲痛だ。加藤 シゾエ賞受賞。

『辻元清美の永田町航海記J

辻元清美 第二書館 1998T9月  1575円

辻元清美が衆議院議員になって満 2年、社民党はたっ

た15人になった。永田町のワケのわからぬ人達、国会

というところを素人 (?)の 議員の日で リポー ト.

NPO法案を通すのに頑張 ったり、戸惑いも多い。 こ

ういう純粋な人が もっと政治家になってほしいものだ。

『鶴見和子曼茶羅Ⅵ: 華の巻J

鶴見和子 岡部伊都子解訳

藤原書店 1998年 11月

おいたちや知人、友人のこと、趣味のことなどを収録。

『ニューヨークで見つけた !

新 しい私 35歳 からの留学ス トーリー』

久和ひとみ ダイヤモンド社 1998年 9月  1470円

12年間のテレビキャスターと8年間の結婚を捨ててニュー

ヨークヘ。35歳のゼロからの出発とニューヨークでの

2年間の留学生活体験記。学ぶこと、暮 らすこと、人

とつ きあうことの率直さが気持いい。骨太な文明論 に

もなっている。

「樋ロー葉来簡集」

野口碩 筑摩書房 1998T10月  9240円

半井桃水、泉鏡花、斉藤緑雨らをはじめ和歌の師、友

達、出版界の人々、親戚縁者に至るまで、一葉が受 け

取 った手紙とその筆者の紹介、往復書簡の対照一覧な

ど=葉研究はここまできたかという資料。
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『星さえもひとり輝 く』

マヤ ●アンジェロウ 香咲弥須子訳

立風書房 1998年 6月  1680円

「 アメリカの黒い女」マヤ ●アンジェロウが全米で受

け入れられる理由がよくわかる。限りなくオープン、

逃げない、何があっても心を閉 じなかった彼女の声が

聞 こえてくるような詩。堂々としたやさしさと、 自分

を失わない女が、そこにいるのがよく見える。

「程よい距離を保つための秘訣

―インタピュー「理想の男性」」

榊原富士子編著 メ トロポリタン出版 発売星雲社

1998Tll月  1365円

女 と男の距離のとり方について女性16Aに インタビュー。

目下のところパー トナーとなっている男性を語る。た

だインタビューが入日のところで終っていて、ハウツー

に聞こえるところがもう一つ。

「本たちを解く一小説・ 評論・ エッセイのたのしみJ

阿部浪子 はる書房 発売ながらみ書房

1998年 10月  1890円

売れる本より、読んでほしい本をひもとく。信濃毎 日

で10年間掲載された千字書評。著者の好みの本が並ん

でいる。小説家についてのエッセイの読みがとりわけ

面白い。

『三 日月の船J

中山千夏 一葉社

1998年 12月  21∞円

この10年程に雑誌や新聞に書いたエッ

セイのうち、生命、教育、生活にか

かわるものがまとめられている。昔

なつか しい「草のあそび」か ら、死

刑廃止論まで、著者の人柄そのまま

に気持のよいエッセイ集だ。(12P参照)

『三 日たつたらやめられないJ

篠田節子 幻冬舎 1998年 11月  1575円

篠田節子の初のエッセイ集。結構楽 しく読める。

「「森のイスキア」で話 したこと」

佐藤初女 宮迫千鶴 創元社 1999年 1月  1890円

岩木山の麓「森のイスキア」で、「生 きているおいし

いもの」を食べながら談論風発の対談集。母性 と女性

性、女と男、暮 らし、死と看取 りについて、女性原理

的文化の再生、復元を語 り合 う。

『欲望する女たち―女性誌最前線を行 くJ

久田恵 文藝春秋 1998年 10月  1550円

女性誌は女の「欲望」を映し出す鏡であるという。絶

対のダイエット、高級プランド、不倫、テレクラ、精

子バンク、パチンコ、昼カラオケ……女たちの欲望の

現場を体当り取材。欲望を煽りたてているのは女性誌

だと思 うが
一 。

〔高 齢 問 題〕

『 こんにちは “ともだち家族"J
近山恵子 風土社 19%年 11月  1575円

母が倒れた !一人で在宅介護の悪戦苦闘、そして「 と

もに住まう」ことへと向う。自分の経験をもとに、介

護と女性の自立を支える新しい住まい方を提案する。

『老いて「新 しい自分」と出会う

ひとりで元気に楽 しく生きるJ

吉沢久子 講談社

1998T9月  1575円

好評だった『美 しく老いるJが改題、

加筆された。老後の「ひとりの人生」

を楽 しく生きようという著者のこと

ばには、説得力がある。利子が安 く

なって困っている老人たちを尻目に、消費しないか ら

景気がよくならないなどといってほしくないとスパ ッ

という。共感する人は多いだろう。

「成熟と老いJ

安井信子 沢山美果子 今関敏子

世界思想社 1998712月  211Xl円

個と成熟 (安井信子 )、 セクシュア リティと成熟 (沢

山美果子)、 成熟と老い (今 関敏子)の 二つのテーマ

を各々が論 じ、テーマ毎に二人の討論が付されている。

正に今、時宜にかなったテーマで、討論と合せて読め

ば誰もが身近かな問題として捉えられるだろう。

『老後をさびしく耐えますか、

ともに楽 しく生きますか。」

高橋英興 風土社 1998年 11月  1575円

この15年間に12棟のシニアハウス・ ライフハウスを建

てた株式会社生活科学研究所の理念 と、実践と未来ヘ

の展望を語る。「ゆとりの住まいと暮 らし」誰 もが希

うところ。但 しこのタイ トルは強迫的でいただけない。
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〔男 性 学〕

『「男という病」の治 し方 (新装版 )

女性依存症を断つ一自分をみつめる男たち』

ヴィルフリー ト・ ヴィーク 梶谷雄二訳

三元社 1998年 10月  2548円

前作「男という病」に続 き、今度は “病"の 処方箋を

書いた。男たちの甘えを許さない彼は、「人を愛する」

ことをとり違えている男たちに徹底 した治療を行う。

「人権 とは男権」といえる男社会に生きる男が、「男と

しての自分」をみつめ、変えるということがどういう

ことかを説 く。

『男たちの世紀末読本』

金子雅臣 パ ンドラ発売現代書館

1998年 11月  1785円

リス トラ、離婚、妻の死、女たちの結婚離れ、男たち

が、牙城だと思っていた会社も、本当に安全なのか。

男性受難の時代だといわれているが、性別役割分業に

よりかからない男性の自立的な生き方を説 く。

『男たちの未来支配することなく、力強 く (新装版)

一変革を迫 られる男たちJ

ヴァルター・ ホルシュタイン 岩井智子訳

三元社 1998年 10月  2548円
ドイツのメンズオフィスと呼ばれる機関で、語り合い、

問題提起することによって男らしさ、男と仕事、真に

男性的なものを考えてゆくと共に新 しい方向を展望す

る。アンケー トにみる ドイツの男たちは、少 しづつ変

化 していることが伺える。

〔そ の 他〕

『「環境の世紀」ヘ

ーいまレイチェル 0カ ーソンに学ぶ』

レイチェル・ カーソン日本協会

か もがわ出版 1998年 11月  21110円

『沈黙の春』で知 られるレイチェル 0カ ーソンの日本

協会が10周 年を記念 して編んだ。彼女の警鐘を尻目に

今日の環境破壊の現実をどう変えていけるのか。アメ

リカでの取組みなども報告されている。

『女性のためのマンション購入術J

小島ひろ美 筑摩書房 1998年 9月  1365円

賃貸と購入今ならどっちが得か ?税金、ローン、諸費

用は ?モ デルルームでチェックするべきことは?な ど、

今まさに買いどきといわれるマンション購入の手引き:

『消費者 トラブルQ&AJ
伊東良徳 紀藤正樹 山口広 有斐閣 1999年 1月

近ごろでは、キャッチ 0セ ールス、マルチ商法などの

ほか、サラ金、資格商法、自己啓発セ ミナー、 エステ

から英会話教室にいたるまで、実に様々な罠や手 口が

ある。それらの手口を専門家が、予防法、会ってしまっ

たときの対応策を教示。相談機関の一覧は、す ぐ役に

立つ情報。

『進化の傷あと一身体が語る人類の起源J

エレイン・ モーガン 望月弘子訳

どうぶつ社 1999年 1月  2310円

「人間の祖先は遠い昔、ある一時期を水辺や水中です

ごした。そしてその水生生活こそが、人間という種を

つくったのだ」というアクア説 (水中類人猿説)は 、

近頃では注目を集めるようになった。『女の由来』以

来新 しく証明できる発見もあって意気軒昂だ。

『 日本女性人名辞典 〔普及版〕J

芳賀登 一番ケ瀬康子 中鳥邦 祖田浩一監修

日本図書センター 1998年 10月  3990円

古事記 。日本書紀に出てくる女性か ら1997年 の物故者

まで 7千人を収録。1993年 に出たものの改訂増補版。

『もうひとつの日本地図 1999～ 20m
―いのちのネットワークー』

『自然生活』編集部 野草社 1999年 1月  2520円

全国218カ 所の暮 らしを作り変え、新 しい社会をと願っ

て活動 しているグループ、ネットワーク、店などを紹

介 している最新の情報。松香堂書店 ももちろん紹介 さ

れている。ご一覧を。

『地球温暖化は阻止できるか く京都会議検証〉』

さがら邦夫 藤原書店 1998年 12月  2940円

各分野の専門家が、地球温暖化対策の最大の柱「京都

議定書」を、最新のデータと情報を駆使 して徹底的に

検証、地球温暖化は本当に阻止できるのか、またどう

すればいいのかを考える。全ての政治家に読ませたい。

〔資   料〕

『平成10年版 現代女性の暮らしと働き方

―消費生活に関するパネル調査 [第 5年度 ]』

財団法人 家計経済研究所編

大蔵省印刷局発行 4620円
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「現代思想 Vo:.27‐ 1 特集」ジェンダー 0ス タディーズ

青土社 13011円

若桑みどり/ジ ェンダー 0ス タディーズヘの招待

上野千鶴子十竹村和子対談 ジェンダー・ トラブル

「月刊女性情報12月 号」 ドメスティック・ バイオレ

ンス (4)        0パ ド・ウイメンズ。オフィス 3045円

「月刊女性情報 1月 号」

I女性 と年金 Ⅱセクシュアル・ ハラスメント

Ⅲ性同一性障害           3045円

「アディクションと家族 Voi.15 No.3
特集 夫・ パー トナーの暴力」

家族機能研究所 ヘルスヮニク 1998年 9月  1680円

東京都の「女性に対する暴力」調査結果 とその分析

(波田あい子)、 座談会「明かされた実態と暴力を生む

意識」(上野千鶴子、庄司洋子、斉藤学)「米国 におけ

るDVに 関する研究 レビュー」(高富克子)に ご注目。

「女性学 Vo:.6」

特集 教育の場からジェンダーを問う

日本女性学会 発売新水社 1998年 11月  251Xl円

〔文庫になった本〕

手塚治虫の奇妙な世界 石上三登志 学陽文庫 819円

ぼくんち熱血 2DK   下田治美 学陽文庫 693円

十人十色「源氏」はおもしろい

愛と性の美学

瀬戸内寂聴 480円  小学館文庫

松本侑子  520円  角川文庫

愛、まさにその名のもとに

落合恵子  504円  ハルキ文庫

愛のせいか しら    内田春菊  750円  文春文庫

孤独を生ききる  瀬戸内寂聴 480円  光文社文庫

白蓮れんれん    林真理子  680円  中公文庫

自分がわかる性格の本 秋山さと子 470円  双葉文庫

梅 桃が実るとき   昔行あぐり 470円 文春文庫

夢を実現する女の仕事 100

山ロー美

女性の病気まるごとBook
714円  」NPC文庫

山ロー美  714円  」NPC文庫

長生きも芸のうち  森まゆみ  840円  ちくま文庫

ママが先生     小林カツ代 693円  学陽文庫

援助交際       黒沼克史 470円  文春文庫

終 りの美学       森瑶子 460円  角川文庫

悪魔の死  アンネ 0フ ォルト 訳ヤンソン柳沢由実子

400円  集英社文庫

誌〕〔雑

濱粽粽濱 あなたの情報・わたしの情報 濱濱粽濱

中山千夏著 珠玉の雑感集

『三日月の船』
一葉社刊 四六判上製272ペ ージ 21CXl円

中山千夏さんは1986年 に国会議員を退いた後、精力

的に<モ ノ書き>の仕事を続け、たくさんの著作を刊

行 しています。また、死刑廃止運動、「古事記伝」、教

育問題、スキューバーダイビング・ ●。と、め くるめ

く好奇心 と鋭い批評眼でさまざまなジャンルの雑誌や

新聞にも執筆。

本書は、これまで発表 した ものの中か ら、「生命の

まわり」「 コ ドモのまわり」「人生のまわり」のテーマ

にまつわるものを選んで編んだ珠玉の雑感集です。い

わば現代版<枕草子>と いえるでしょう。

生命を慈 じむまなざしを起点に、縦横無尽な発想 と

著者ならではの痛快な語 り回は、読者に新鮮な感動 と

共感を与えることと自負 しております。

(編集担当 :大道万里子)

「時のかたみに一女学生の長崎原爆の記録」
中野道子編

原爆が兵器として実際に使用されてからすでに半世

紀以上がたち、被爆の実態を知る人 も少なくなりまし

た。一方、国の威信をかけて核兵器の保有にこだわり、

又新たに所有を望む国 もあります。世界の人達は一体

どの程度核兵器の恐ろしさを知っているのだろうかと

思 ったのがこの記録をまとめる動機で した。

1945年 8月 9日 、長崎で原爆を体験 した女学生が50

年後に初めて語った体験をまとめて解説をつけていま

す。第一部は当日か ら数 日間の灼熱地獄。第二部はそ

の後の放射線障害 (原爆症)の 恐ろしさを中心に、原

爆がいかに人間を破壊 しつ くすかを書 いています。

(当 時の惨状を伝える写真 も多数収録)し かも現在の

核兵器は当時のものの数百倍も協力、高性能なのです。

ぜひ御読み下さい。そ して一人でも多 くの人に伝えて

下さい。

A5判・ 120頁 0 2CXXl円 (送料共)

問い合せ先・ 申込先  〒151-OC162

東京都渋谷区元代々木42-2中 野道子

(直接上記までお申込み下さい)
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ウイメンズブックス70号記念に寄せて

肺難毛:轟[:藝壺覇聾奨:ll鸞饉
様に,いから1御 1礼1申 し1上げますj

赤松 彰子 (保健婦0助産婦、里の家助産院代表)

ウイメンズブックストア17周 年と通信70号 おめで

とうございます。

中西豊子さんの京女 +な にわ女 (ど うしてこれがあ

るのか不思議/)の魅力にひかれています。多分、

あまり経営的には上等とはいえない仕事を、続 けら

れたのは
｀
女による、女のための

″
仕事だから……。

団魂の世代のウーマンパワーに次の時代を託 して

ゆきたいですね。

井上 輝子 (和光大学教員)

もう17年 ですか。女性の本の専門店が、 これだけ

元気に続いているのは、うれ しいかぎりです。「 ウ

イメンズブックス」を見ると、その時々の女性に関

する本の情報がわかるので、それも助かります。 ま

た書評や海外だよりなども楽 しみです。

どうぞこれからも、長い活動を続けて下さい。

井上摩耶子 (フ ェミニス トカウンセラー

ウイメンズカウンセリング京都・ 代表)

設立17年、おめでとうございます。その頃の私は、

まだフェミニス トカウンセラーと名乗っていなか っ

た。その私の『 フェミニス トカウンセリングの招待』

が、昨年ベス ト18に なったのが不思議といえば不思

議。これか らも私も変わるし、社会も変わるという

ことで しょう。松香堂がもう一度京都に変わ って下

さると、私の事務所に近くって便不1な のになぁ・・・

しかし、これからも変わらずフェミニス ト本屋 さん

であってほしいと願います。

上野 千鶴子 (社会学者)

セブンティーンのお誕生日、おめでとう。33才 だっ

た私も50才 になるはずだ。この不況でよくもってる

ね。好況でおいしい思いもしなかったのだか ら、不

況でも落ちこまないよう祈ってます。

本ができるのは編集者と出版社、それに売 って く

れる書店の人がいるおかげ。女は本にお金を使わな

い、というジンクスを破って、花開 く年齢を迎えた

「ウイメンズ‐プ

'|ク

|ス」1発‐行人 1中西豊子

ウイメンズブックス トアに、次は女盛りを迎えさせ

てあげたい。

遠藤 織枝 (文教大学文学部教員)

17年前の 1月 になるんですね。女性が女性のため

の本屋を開 くと新聞記事になったんです。それでさっ

そく、こちらも女性だけで細々と開いていた研究会

の研究誌『 ことばJを送 らせていただいた― それ

が松香堂とわたしの結びつきの初めでした。

京都にも、わたしたちの雑誌を読んでくれ る人が

いるという大きな励みを支えに『 ことば』 もことし

20号 を迎えます。続けてきてよかったと思います。

松香堂のさらなる発展をお祈 りします。

荻野 美穂 (大学教員)

女の情報発信基地・ 松香堂の17年、そして「 ウイ

メンズブックス」70号 おめでとう !「ウイメンズブッ

クス」のパックナンパーには、この17年間の 日本の

女たちの活動や女性学の歩みがそのまま凝縮されて

いて、それ自体が読んで楽 しくタメになる「同時代

史」です。中でも「からだ・ 私たち自身」の翻訳出

版にかかわらせてもらったことは、私の大切な財産

になっています。

川喜田好恵 (ド ーンセンター・ コーディネーター

相談事業担当)

ウイメンズブックス70号、おめでとう。日本のフェ

ミニズム事情を何 もわか らずアメリカから帰 って来

た私は、ウイメンズブックスの17年 と共に育 ってき

ました。「読みたい本がいつで もあるうれ しさ、読

むべき本に出あえる興奮、手にとって見れる安心 00」

本屋 (と 庭仕事)は、私にとってのセラピールーム

です。松香堂のない ドーンセンターなんて考え られ

ない、と思 う人 も多いはず。これからも、一緒 に育

つ仲間としてヨロシク !

木下 明美 (フ リーライター)

70号 ですって !読 ませていただいたいっぱいの本
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たちに感謝 しなくっちゃ !松香堂の片隅で山積する

新刊本と格闘 した日々を懐かしく思い出しています。

おかげで著者の方々やブックスの会員の方々ともいっ

ぱい知り合 うことができました。これはウイメンズ

ブックス トアの財産であり私の宝物です。

思えば私の自立の道はプックスとともにありま し

たが、今の30代 の人たちはどうしているのか しらと

次世代のことが気になっています。

「ウイメンズブックス」がより力にならんことを

願っています。

楠瀬 佳子 (大学教員)

70号おめでとう !17年 もの地道な活動の結晶、継

続は力なり。蓄積された的確な情報は力なり。読書

は力なり。「 ウイメンズブックス」 はた くさんの力

を私たち女に与えてくれた。いい本といい女に出会

えるチャンスと情報交換の広場を提供 してくれる唯

下のニュースレター。私にとってもっとも信頼でき

る本の道 じるべ。情報と読書を武器にして、女たち

がもっと生きやす くなるといいですね。ずっとつづ

けてください。これがなければ困りますので。

国信 潤子 (大学教員)

松香堂のこのニュースレターのお陰で日本全国の

女性センター、フェミニス トが確かなフェミニズム

の本を手軽に探せている。私もその一人だ。特に流

通に乗りにくい零細出版社の秀作はここで見つける。

最近は「 ジェンダー ●女性学関連の論文書いてキャ

リア・ アップを」というわけで、書 き手 も男女若手

に増えている。結構なことだと思いつつも、反面、

「地位向上の道具」になる女性学 ってなんだと考え

た。書 くだけならどんな勇ましいこともいえるし、
ハイパー・ リアルにも書ける。でもそれでいいのか

なぁ―。情報は力、力は貯めてるだけでは地に足を

つけるという感覚 ってだんだんなくなるものだ。

関 千枝子 (女性ニュース編集者)

もう17年ですか ?創業 したばかりの店に通 ったの

がついこの間のようですが。 しか し、よくがんば り

ましたね !残念ながらあの時も今 もフェミニズム関

係の本はあまり売れず、活字不況の今、益々状況は

厳 しいと思います。でも、がんばってね !や るっきゃ

ない。ここで負けたら日本はお先まっ暗。なんとか

ここでくいとめているのは、女たちががんばってい

るからだと思います。もうひとふんばりして、松香

堂 も大金持ち ?に なりますように !

田上 時子 (ビ デオ ドック代表)

帰国して11年 になります。ここ5年 ぐらいで しょ

うか。日本人も子どもや女性の問題に目を向け出 し

たのは。大変な時代です。そして最近の青少年の事

件や混乱を見るにつけ、これから先さらに困難であ

る時代が続いていくだろうと、感 じています。

そういうなかで、私の発する情報やスキルが読者

の皆様の選択肢になってくれることを祈りつつ、翻

訳 したり書いたりすることをこれか らも続けたいと

思っています。

「親をたのしむ 5つ のスキル」のシリーズ第 2、

3段が今春に出ます。ご期待下さい。

田邊 玲子 (京都大学教員)

もう17年 !私 はまだ大学院生だったっけ。 ウイメ

ンズブックス トアという言葉と気概の新鮮さと、 い

かにも京都 らしい古い家のほの暗い店の雰囲気 との

ミスマッチ (!?)が妙に印象的で した。 ドイツ・

フランクフル トのウイメンズブックス トアが昨年潰

れ、排他的フェミニズム (?)の行 く末に胸が痛み

ましたが、それとは対照的に、オープンな交流の場

としての我 らが「 ウイメンズブック (ス トア)」 は

ますます発展することでしょう !

鳥居千代香 (帝京大学短期大学教員)

ウイメンズブックス トア設立か ら17年 、「 ウイメ

ンズブックス」が70号 となりましたことおめでとう

ございます。海外にあるウイメンズブックス トアは

なかなか経営を継続 していくのが難 しそうです。私

たち日本の女性は幸せです。「 ウイメンズブックス」

はばっと開けば読みたい本がすぐにわかるようによ

くまとめられているのですから。代表取締役の中西

豊子さんの気さくさと関西弁もとても魅力。スタッ

フも親切。東京にも支店を !

林 千章 (ジ ャーナリス ト)

フェミニズムって ピョーキ じゃないか しらん。

「病気にもなれない人がいる」 とは『創造力として

の病いJと いう本を訳 した精神科医の言葉。「人 は

何故病気になるか ?治 るためや」とは、私の “主治

医" の名 (迷)言である。 フェ ミニス トたちが大

変な日々を送 りながらも (松香堂がいい例だ)根本

的に健やかなのはビョーキだからなのだ !? 私 も

読売新聞大阪本社を退社、女性学の学徒になる。お

互い病膏盲、 “病人力"の エンパワメントを !

深江 誠子 (大学教員)

ウイメンズブックスが、もう17年 もつづいている

んですね。心からおめでとうございます。私はおそ

らく最初からの会員だったと記憶 しています。で も

あまりいい客ではなかったです。時々しか注文 しま
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せんで したから。でも、今年か来年からは、専任講

師になれて大学から研究費が出るので、うん といい

客になろうと思っています。

これからも、パ ンチの効いた本のニュースを届け

て下さいね。

三木 革子 (大学教員)

70号、そしてこの道17年、おめでとう。継続 は力

なり、あるとないとでは大ちがい。これか らも女解

放に役立つ本を、それのみでいいから、紹介 し続 け

てください。 ミニコミの力は大 きいです。「女か ら

女たちへ」は16年 目で終わ りま したが、「 ウイメン

ズブックス」にあやかって17年 目のスター トをとも

に切るのもいいかな。

混迷の日本の女解放の状況を脱するために原点を

見直す、そんな本を待っています。

森屋 裕子 (ス ペースフィフティ 代表)

ウイメンズブックス………これを見たら必ずわか

るという、確かさと豊かさによせる信頼感 !70号 お

めでとう !

善積 京子 (追手門学院大学人間学部教員)

ウイメンズブックス トアが日本のフェミニズム

運動に果たした役割は大きい〃

私が監修 した教材 ビデオ『 スウェーデンの葬送 と

高齢者福祉一変わる家族の絆』の発売元になってい

ただいている。感謝、感謝。これからも、 フェ ミニ

ズム活動をサポー トしていってくださいネ。期待 し

ていますヨ。

(50音順)

「あごら244号 一男女共同参画社会基本法答申」

女による女のBOC出 版部 1998年 11月  751円

「あごら245号 ―フェミニズムとは限 りないやさしさ

そして勁さ一白井博子さんを偲ぶ」

女による女のBOC出版部 1998年 12月  91D円

「 :BU一 :Bu voL.19-特集 元気にブラボー !」

トラタンネットヮーク新聞社 1998年 11月  315円

「 :Bu― :Bu voL.20-特集  『夢の21世紀』提言」

トラタンネットヮーク新聞社 1999年 1月  315円

「異文化の交差点イマージュVoi。 14-特集 態変がやっ

てきた Yaa!Yaa!Yaa!」   1998年 11月  525円

「女のためのクリニ ックニュースNo.163-女 と健康

フェスティバル全体会報告①」

ウィメンズセンター大阪 1998年 11月  420円

「女のためのクリニックニュースNo.164-女 のか ら

だと性 全国一斉電話相談おわりました。」

ウィメンズセンター大阪 1998年 12月  420円

「女のためのクリニックニュースNo.165-フ ィリピ

ンのウイメンズクライシスセンターに学ぶ②」

ウィメンズセンター大阪 1999年 1月  420円

「月刊家族第153号 ―特集 海で働き、海に生 きた「家

船」の女たち一夫婦は対等なパー トナー」

家族社 1998年 11月  315円

「月刊家族第154号 ―特集 提訴か ら八年、帥石崎本

店女性差別賃金裁判勝利和解」

家族社 1998年 12月  315円

「月刊家族第155号 一特集 ミニコミ (女たちをつなぐ)

であけましておめでとう」 家族社 1999年 1月  315円

(松香堂で扱っているミニコミの最新情報です)

「教会と女性第十一集一今日的「マニア」の意味」

神奈川教区婦人委員会 1998年 10月  525円

「 くらしと教育をつなぐWo 12月 号―特集  く試行錯

誤〉を支える」 フェミックス 199鉾「 12月  囲 円

「 くらしと教育をつなぐWe l月 号 一特集 多様な表

現をひらく」  フェミックス 1999年 1月  6311円

「ことば―すべての根源としてのことば暮 らし (寿岳

章子)」  現代日本語研究会 1998年 12月  1575円

「 シマネ・ ジャーナルVOL45-あ いち国際女性映画

男苺'98」 テス企画 1998年 12月  840円

「シングルズ0ネ ットVOL.40-シ ングル単位論の豊富

化の試み」

確信犯 ? シングルの会 1998年 11月  263円

「性と生の教育―特集「恋愛学習」のすすめ」

あゆみ出版 1999年 1月  1260円

「東京。強姦救援センターニュースに39-安全に話せ

るためには」

東京・強姦救援センター 1998年 12月  105円

「TOKOTALK l月 号―懸賞 モニター情報」

情報サークル TOK・ TALK 1998年 12月  525円

「 トランタン新聞VoL.40-特 集 プラボー !☆ 子育

て」 トランタンネットヮーク新聞社

1998年 11月 210円

「 トランタン新聞VoL.41-特集 ママからのアクショ

ン」 トランタンネットワーク新聞社

1999年 1月  210円

「日本婦人問題懇話会会報L57-女性と情報の未来」

日本婦人問題懇話会 1998年 11月  1050円
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「HEAR丁 あい NEWS NO.25-ハ ー トフルイ ンタ

ビュー 田中のり子さん」

BBB00SAKA 1998年 12月  315円

「パワーアップニュースVOL.28-ど なん地球遊人

野村博文さんインタピュー「沖縄与那国島から風の

便 り」

パワーアップ・ プランニング 1998年 12月  315円

「 ピーマン・ インフォメーション No.56-便利な一覧

表付 !1月 からの講演会・セミナー最新情報」

ピーマン・ ネットワーク事務局 1999年 1月  840円

「 Voice第 95号 ―特集号 国連・ 規約人権委員会第 4

回日本政府報告書審議」  住民票続柄裁判交流会

1998年 11-12月 合併 210円

「Voice第 96号 -1/24住 民票続柄裁判 10周 年記念集

会へ」 住民票続柄裁判交流会 1999年 1月  210円

「VO:CE OF WOMEN No.197-12月 拡大運営会で

会いましょう !」

日本女性学研究会 1998年 12月  158円

「月刊むすぶNo.335-特 集  「劣った生命」はあるの

か優生思想を考える」

ロシナンテ社 1998年 11月  81Xl円

「月刊むすぶNo.336-特集

NPOo NGO市 民運動新時代」

1998年 12月  800円

「メンズネットワークNo.44-特集  Men's festival

'98 in Tokyo」 メンズセンター 1998年 11月  315円

「れ組通信No.139-私 のカミングアウト体験談他」

れ組スタジオ・ 東京 1998年 10月  420円

「れ組通信No.140-「 れ組」を読んで感動」

1998年 11月  420円

「れ組通信No.141-理 念と欲望、あるいはレズビアン

解放運動のこれか ら」     1998年 12月  420円

「わいお、275号 一特集 料理と私」

わいふ編集部 1999年 1月  620円

「女のからだから160号 一日産婦か ら優生思想を問 う

ネットワークに回答がきた」

SOSHIREN e」たのからだから 1998年 11月  315円

「女のからだから161号 ―強制不妊手術に対する謝罪

を求める会のこの頃」 1998年 11月  315円

「女のからだから162号 -98.生 殖技術はどうなった他」

1999年 1月  315円

「セックスするなら眠 りたい 小貫大輔の小生とエイ

ズのワークショップ付きピッピコクラプの交換日配―

性に正面から向き合い、子どもと “性"に ついて語

れる親になろうというグループの語 り合いが一冊の

本に」 フェミックス 1998年 10月  9〔Ю円

「平成10年度現代女性の暮らしと働き方―消費生活に

関するパネル調査 〔第 5年度〕」

大蔵省印刷局 1998年 10月  4620円

「経済構造・ 経済政策に女性がアクセスするために一

女性の起業・ 女性企業実態調査第 1回 プロジェク ト

調査報告書」女性企業実態調査プロジェクトチーム

1998年 11月  la10円

「男女平等の国際基準 一CEDAWと EUに 学ぶ国際 シ

ンポジウム報告と資料」

ワーキング・ ウイメンズ・ ネットワーク

1998年 11月  126Cl円

「団体・ スポーツのセクハラ弾劾 -98/6/28第 7回

労働者女性解放全国集会報告集」

第 7回労働者女性解放全国集会実行委員会

1998年 10月  525円

「CRで エンパワーメン トーわたしたちの経験から」

日本フェミニス トカウンセリング研究連絡会自主 グ

ループCR研究会 1998年 11月  1050円

「女性学を学ぼう ジェンダーについて考える 改訂

版」 音田あけみ著一主に大学の一般教養の「女性

学」のテキス トブックとして作成 したもの、広 く

「女性学」の入門書 として活用 してほしい。

Click 1998T4月  1200円

陵 のスペース・ おんブックレット Vio:ence Against

Women(VAW)シ リーズー②一男たちはなぜ暴力を

ふるうのか」

女のスペース・ おん 1998年 6月  630円

敗 のスペース。おんプックレット Vio:enco Against

Womon(VAW)シ リーズー①一女性への暴力」

女のスペース・ おん 1997年 11月  630円

陵 のスペース・ おんブックレット Vioience Against

Women(VAW)シ リーズー②一駆 け込みシェルター

「サポート・ ガイダンス」

女のスペース・ おん 1998年 6月  630円

「 くらしと教育をつなぐWo 203月 号 一特集 買売春

の是非論を超えて」

フェミックス 1999年 2月  630円

「月刊むすぶL337-特 集 GO/ 住民投票」

ロシナンテ社  1999年 1月  800円

「 FLCニ ュースレターh29-特集「女性ライフサイク

ル第 8号特集 :今、子どもたちの心 と社会は」を読

んで

女性ライフサイクル研究所 1999年 1月  315円

「メンズ 。ネットワークー特集 メンズスタディーズ

の現在」   メンズセンター 1999年 1月  315円

L′  イリ し 零 イ コ

「 ドメスティック・ バイオレンスは犯罪です

VHSカ ラー20分」

制作 :駆 け込みシェルター運営委員会

女のスペース・ おん 631Xl円

ビデオご案内
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1998年度ウィメンズブックス トアBEST20(松香堂刊は除く)       |
11.『大阪おんな自分流』             |

12.『ドメステすすフ〒貢
ri::言 1子1査∬:|

有斐閣 1575円
|

13.『「親」を楽 し
,5つ

のス

マ ∵ベス .ク レアリー !

(財)横浜市女性協会 学陽書房 1575円  1           田上時子訳 築地書館 1050円
5.『ナショナリズムとジェンダー』        1 14.『 女性学キーワー ド』

上野千鶴子 青土社 1995円  1     岩尾寿美子・ 加藤千恵編 有斐閣 1575円
6.『子どもの虐待』               1 15.『 女性学教育/学習ハンドブックJ

森田ゆり 岩波ブックレット 420円  1           国立婦人教育会館編 211Xl円
7.『ぼ一っとしようょ養生法」          1 16.『 実践ジェンダー・ フリー教育』

田中美津 毎日新聞社 1575円  1       小川真知子他編著 明石書店 2625円
8.『エンパワメン トと人権J           1 17『 買春に対する男性の意識調査 報告書』

森田ゆり 解放出版社 1785円  1          男性徒売春を考える会 1575円
9『夫・ 恋人 (パー トナー)等からの暴力について  1 18.『フェミニス トカウンセリングヘの招待』

調査報告書』 フェミニス トカウンセリング堺AD I          井上摩耶子 ユック舎 21∞円

研究プロジェクト 15110円  1 19.『これていいの ?女性と年金』

10.『わたしの更年期事情』            1          塩田咲子 か もがわ出版 鰤 円

樋口恵子編 旬報社 1680円  1 20.『生きる勇気と癒す力』

エレン・ バス、原美奈子他訳 三一書房 5775円

著 者 か ら の ― 言

菊池朋子 ((財 )横浜市女性協会 フォーラムよこはま『女性施設 ジャーナルJ担当)

『女性施設ジャーナル』
ベス ト4位 とは嬉 しい限り !女性施設のあり方を考える情報交換誌として、1995年から毎年発行

しています。特集テ,マ は 1号「まだ必要か女性センター」(完売)、 2号「女性施設の情報機能」、 3号「市民活動

支援 と女性施設」とし、これまで市民グループ、研究者、職員とさまざまな方に執筆をお願いしたり、座談会 に参
加 していただきました。 5号 は 4月 に向けて目下制作中。特集は「女性施策と女性施設」です。読んでください。

森田ゆり (セ ンターfOrエ ンパワメント主宰、女性、子どもへの暴力防止 トレーナー、カウンセラー)

『子どもの虐待』『エンパワメン トと人権』

女たちが受けてきた抑圧にはどれ も名前がない。私たちはそのひとつに名を付けよう。女たちの

ス トーリーは歴史に残されない。私たちは歴史 (HISTORY=彼のス トーリー)を彼女のストーリー

(HER STORY)で 満たそう。私たちが抑圧にたちむかう武器は核兵器でも銃でもナイフでもなく、

私のストーリー (MY STORY)が私とあなたのス トー リー (OUR STORY)に なるときに生まれる力である。

樋口恵子 (高齢社会をよくする女性たちの会・ 代表 東京家政大学教授)

『わたしの更年期事情』

更年期を医療の対象としてでなく、自分自身を生きる主体からの視点でとらえ、自画像をえが こ

うと、高齢社会をよくする女性の会が取り組んだ内容です。コレット・ ダウリング、落合意子の東

西二大更年期女性の参加を得て本に厚みがつきました。この本の一部は、厚生省の委託研究で「初
めて医者でない人 (私、しかも女)」 が主任研究者になったもの。カイロ会議の所産ですが、おかげで評価会議で

徹底的に男医の権威からイビられたのも楽 しい思い出です。
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=書 『鬼 に 勝 つ』

金住典子著

三一書店 1998年 1890円

弁護士の金住典子さんとは、「女の人権と性」というグループで出会って以来、 15年 余

の付き合いだが、彼女は、地位や名誉や権威といった “俗世の勲章"に はおよそ無欲で

括淡な人であり、「対等」な関係や「自己決定」を覆そうとするものに対 しては皮膚感覚

で素早 く対応する人であり、「 自分を生きる」ことにかけては公私ともに妥協をせず、清

廉すぎる生 き方を貫いている人、という印象が強い。彼女が10年 の歳月を賭けて纏めたという本書を読んで、

初めて知 らされた自己形成史の過酷さ 。すごさに息を飲む思いが したが、こうした自己形成史のプロセスが

あってこそ、いまの彼女があるのだと痛 く納得させられもした。

それにしても、彼女はなんと葛藤の多い人生を生 きてきたことだろう。 3歳のときに広島で被爆。弟と父

を一瞬に亡 くしたこの世の地獄に始まる人生の旅立ち。義父に殴 られ蹴 られなが ら忍従の生活 に耐える母の

無念さを見て育つ多感な少女期。母の不幸な人生への問いかけから、「女性解放のために弁護士になろう」 と

上京。大学の法学部に通うが、恋愛を知った義父に勘当され、結婚 と学生生活と仕事を背負いなが ら司法試

験に合格。国際婦人年の1975年、女性解放を旗印にした「女性協同法律事務所」を開 く。娘を一人産むが、生

き方のギャップが生 じた夫とは離婚。そして、現在のパー トナーとの必然的出会い。 3人家族……と人生は

転変する。「迫りくる葛藤から逃げず、正面か ら向かい合って徹底的に悩んだことが、その後の人生を深 く突

き動かす魂の宝となった」とあとがきにあるが、葛藤に徹底的に向き合うことが、 自己解放に向か う道筋で

あること、自己肯定感、自尊心に繋がることを本書は教えてくれる。

義父との葛藤のプロセスを書き上げたとき、「鬼に勝つ」という本のタイ トルを思いついたそうで、 もっと

「売れる」タイ トルを編集者に勧められても、本書を書 く核心の動機をしたためた言葉だからと妥協 しなかっ

たエピソー ドも金住さんらしい。「鬼」とは対等なまなざしや人間関係を阻むもののことだが、 自己 (「 わた

し」)を生 きることを損ねる価値観、非対等なまなざしに包囲されて生きる私たちであってみれば、外側 (環

境)に だけ「鬼」がいるわけではなく、自分の心の中にも「鬼」が巣 くっていることに気づかされる。思え

ば、94年、アメリカのフェミニズムの旗手、グロリア・ スタイネムが著 した「ほん とうの自分を求めて」 も

テーマは自尊心、内面の世界への模索を綴ったものだった。「女の自立を阻むもの、それは私の中にあった」

という文句が衝撃的だったが、彼女の本がアメリカでベストセラーになったと聞 くにつけ、囚われから自己

解放 したい、もっと自由に生 きたい、親 しい人と豊かな交流を したいと願うすべての人々にとって、励ま し

と勇気を与えてくれる本書が、ベス トセラーにならないのはおか しい、と私は思 っている。

宮 淑子 (ジ ャーナリスト)

評 =

＝

原

稿

募

集

＝

上記の書評欄への投稿をお待ちしています。
女性の目で見直した鋭い批評や、視点を変えた
ユニークなものをお寄せ ください。12∞字前後
です。掲載させて頂いた方には薄々謝、進呈致
します。

「あなたの情報・ 私の情報」とコラム「わた

しの推 したいこの一冊」は、知って欲 しい本、
ご意見・ 情報交換等に御利用 ください。400字

以内でお願いします。但 しこれらの欄は、薄々

謝 も差 し上げられません。ご了承下さい。

尚、ご投稿は会員に限 らせていただきます。
宛先は

〒604‐∞24京都市中京区下妙覚寺町185-804
松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」
です。

次号の締切は 1999年 4月 20日 。
たくさんのご投稿をお待ちしています。
※次号は1999年 5月 25日 発行の予定です。

◎年度が変わりました。 '99年 度会費の納入をよろし

くお願い致します。年会費は、個人会員22011円 、団

体・ 海外会員311110円 です。

◎退会される方は必ずお申し出ください。

◎住所変更、姓名変更などもお知らせください

◎本誌は皆様の会費が支えです。お知り合いの方、図

書館などにご紹介頂ければ幸いです。

◎今号は70号記念の特集を致しました。2頁増頁です。

◎来号からも、ますます充実した読書案内にしていき

たいと思います。どうぞご愛読下さい。


